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３ 牟岐中学校の実践

（１）研究のねらい
本校区は，大きな地震・津波が起こった際には甚大な被害が予想される地域であるが，

生徒たちは自分のこととして受け止めておらず，避難訓練や救急法の講習会を実施して

も，防災に対する意識は低い状態である。そのため，今後３０年間に５０％の確率で起

こるといわれている東南海・南海地震に備え，防災への日常の備えや的確な避難行動が

できるようにするとともに，学校，地域の防災や災害時のボランティア活動の大切さに

ついて理解を深めることが課題である。

（２）年間計画
５月 徳島県防災センター見学（３年生）

避難所見学と炊き出し体験活動（２年生）

８月 防災ポスター作成（全校生）

９月 町合同避難訓練（全校生）

１０月 防災講演会（全校生）

１１月 防災施設見学・研修会（教職員）

町合同避難所体験訓練（全校生）

（３）取り組みの実際
① 徳島県防災センター見学（５月２７日）

３年生の遠足で、徳島県防災センターを見学した。消火体験や地震体験、煙・風体験

などを行うことにより、災害の怖さを実際に体験できた。また、防災に対する意識の高

揚も図ることができた。

② 避難所見学と炊き出し体験活動（５月２７日）

２年生の野外活動として、町内にある避難所をグループで回り、避難所で回り、避難

所のある場所の確認と見学を行った。また、大谷避難所で飯盒炊さん等の体験活動も行

った。

③ 防災ポスター作成（夏季休業日）

全校生徒を対象に、夏季休業中の課題として防災ポスターの作成を行った。全作品

を校内に、優秀作品は町の文化祭に展示した。
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④ 防災施設見学・研修会（１１月２日）

ア 場 所 北淡震災記念公園，人と防災未来センター

イ 対象者 教職員

教職員の研修として、淡路島の「北淡震災記念公園」（野島断層）と神戸の「人と

防災未来センター」を視察した。地震の揺れや凄まじさを身体で感じ、目で見て体験

することができたり、阪神・淡路大震災に関する貴重な記録や資料を見ることができ、

大変有意義な研修となった。

（４）取り組みの成果
一年間の取り組みの結果，生徒の防災に対する意識が高まり，自分や自分の地域の問

題として考えられるようになってきた。また，小学校や地域といっしょに取り組むこと

で，力と知恵を出し合い，共に助け合うことの大切さを学んだ。今後も，地域に根ざし

た防災教育に取り組んでいきたい。
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Ⅲ ３校合同学習
１ 牟岐町内合同防災講演会
（１）実施日 １０月２０日（月）

（２）講師 徳島大学環境防災研究センター 助教 黒崎ひろみ先生

（３）会場 牟岐町海の総合文化センター大ホール

（４）参加者 牟岐小学校（４～６年）、河内小学校（３～６年）、牟岐中学校全校生徒

実際の地震・津波の映像や資料を交えながら

説明を聞くことができたので、被害の大きさに

ついて詳しく知ることができた。また、牟岐町

が地形的に地震や津波に弱いということも、改

めて認識できたようだった。災害時に重要であ

る自助・共助のために何をすればよいのか、ま

た、避難所生活を和らげるための災害ボランテ

ィアのあり方についても聞くことができた。

講演を聴いた生徒の感想

今日の講演を聴いて地震・津波の怖さを知りました。震度６以上の地震

や４ｍ～７ｍの津波が来るかもしれないなんて想像していませんでした。

すぐに「非常食」の準備や「避難場所」の確認をしようと思いました。そ

して，自分や家族だけでなく，近所の高齢者や子どもたちも安全に避難で

きるよう手助けしようと思いました。 （牟岐中学校２年女子）

２ 牟岐町内小中学校合同防災訓練
（１）実施日 １１月２５日（火）１３：００～１６：００

（２）場所 牟岐中学校グラウンド

（３）主催 徳島県南部総合県民局、牟岐町（共催）

（４）訓練企画・統制
牟岐町婦人連合会

（５）訓練・体験実施項目
炊き出し訓練・救急法・応急担架訓練・ロープ訓練・防災クイズ

（６）協力機関
陸上自衛隊・海部消防組合・海部病院・自治会・消防団・宮崎商事（株）

桜会・牟岐中学校・牟岐小学校・河内小学校
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今日の防災訓練で私が一番感じたこと

は，もし地震が来て，避難所生活をする

ことになったら，一人ひとりが協力し合

い，助け合っていかなくてはいけないと

いうことです。自分一人ではできないこ

とでも，大勢いればケガをした人や困っ

ている人，助けを求めている人を救うこ

とができると思いました。今日学習した

ことが今後の生活に生かせるようにした

いです。

感想（牟岐中学校１年女子）

感想（牟岐小学校５年）


